
体験しよう！

こどもの食物アレルギーの緊急時対応に不安をお持ち
の方は多いのではないでしょうか？確かな知識をもち、
的確に対応いただけるようにシュミレーション形式の
プログラムを考えました。小児アレルギー専門医より
直接お話が聞ける機会となっておりますので、どうぞ
皆様ぜひ奮ってご参加ください。
目的：児童のアナフィラキシーショック時の適切な対応を学ぶ
講師：三浦克志 氏（宮城県立こども病院 医師）

北沢 博 氏（宮城県立こども病院 医師）
鈴木千鶴 氏（宮城県立こども病院 看護師）

対象：仙台市内の小学校・中学校職員、児童館職員
日時：平成２６年９月１９日（金）14時30分～17時（受付：14時～）
場所：宮城県立こども病院 愛子ホール 参加費：無料

主催：東北大学大学院医学系研究科 総合地域医療研修センター
後援：仙台市教育委員会、地方独立行政法人 宮城県立こども病院
協力：レールダル メディカル ジャパン株式会社

申込・お問合せ： 締切：9月5日 金曜日
東北大学クリニカル・スキルスラボ （定員50名）

022-717-8867 e-mail: csl@csl.med.tohoku.ac.jp
所属、氏名、連絡先（tel, mail等）をお知らせください

プログラム：
食物アレルギーや緊急時対応についての講義
シミュレータを用いての体験学習、質疑応答
（エピペン®の打ち方を体験いたします）

こどもの食物アレルギー
緊急時対応講習会
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